
平成２６年６月号 №６６３

SETOUCHI

夏本番を前に！海開き in ヤドリ浜 

人 口 の う ご き 

平成２６年　４月１日　５月号 平成２６年　５月１日　６月号
総人口  　９，４６９（－１３４） 総人口  　９，４８７（＋　１８）
  男      　４，５５６（－  ６３）   男      　４，５６８（＋  １２）
　女      　４，９１３（－　７１）   女        ４，９１９（＋　　６）
世帯数  　５，２８８（－　５３） 世帯数    ５，３１９（＋　３１）
カッコ内は前月との比較　　　　 カッコ内は前月との比較　　　　

今 月 の 主 な 記 事 

○ 古高だより！‥……………Ｐ２ 

○ 議会だより‥………………Ｐ３ 

○ お知らせ…‥………………Ｐ１３ 

○ カレンダー…………………Ｐ１９ 

○ 戸籍の窓 ………………‥･Ｐ２０ 

○ まちの話題…………………Ｐ２１

※平成２６年５月号の人口のうごきに４月号の人口を記載しておりましたのでお詫びして訂正致します。
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広報せとうち版 

第

回
入
学
式

平成26年度 転入された職員の紹介 

氏 名 前任校 

永 迫 健 一 （教 頭) 錦江湾高等学校 

上 野 利 一 （事務長） 鹿屋高等学校 

川 越 貴 子  （国 語） 鹿児島玉龍高等学校 

松 元 拓 也  （数 学） 加治木高等学校 

盛 田 貴和子  （数 学） 財部高等学校 

石 川 正 史   (書 道) 鹿屋高等学校 

髙 良 英 樹  (英 語) 出水高等学校 

松 山 成 洋   (商 業) 鹿児島女子高等学校 

７月６日（日）奄美シーカヤックマラソン大会       広報せとうち（２）

鹿 児 島 県 立 古 仁 屋 高 等 学 校 

〒894-1508  

鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋399番地1 

[TEL]0997-72-0034  [FAX]0997-72-0057 

 http://koniya.edu.pref.kagoshima.jp/ 自主自立   敬愛和協   明朗端正   勤

「
地
獄
」
と
「
天
国
」
を
分
け
る

校
長

佐
久
間

健
士

親
か
ら
「
悪
い
こ
と
ば
か
り
す
る
と
、
死
ん
だ
ら
『
地
獄
』
に

連
れ
て
行
か
れ
る
ぞ
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ

の
「
地
獄
」
の
話
で
す
。

「
地
獄
」
に
は
、
大
き
な
釜
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
美
味
し
そ
う

な
う
ど
ん
が
ぐ
つ
ぐ
つ
と
煮
え
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
そ
の
う
ど

ん
を
食
べ
る
の
が
一
苦
労
で
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
長
さ
が
１
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
の
長
い
箸
を
使
う
し
か
な
い
か
ら
で
す
。

釜
の
周
り
に
は
地
獄
に
住
ん
で
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
て
、
お

腹
が
す
い
て
い
る
た
め
に
、
わ
れ
先
に
う
ど
ん
を
食
べ
よ
う
と
争

っ
て
、
箸
を
釜
に
突
っ
込
ん
で
う
ど
ん
を
掴
（
つ
か
）
も
う
と
し

ま
す
。
し
か
し
、
箸
が
長
く
、
う
ま
く
口
ま
で
運
べ
ま
せ
ん
。
し

ま
い
に
は
他
人
が
掴
ん
だ
う
ど
ん
を
無
理
矢
理
奪
お
う
と
争
い
、

喧
嘩
に
な
っ
て
、
う
ど
ん
は
飛
び
散
り
、
結
局
誰
一
人
と
し
て
目

の
前
の
う
ど
ん
を
口
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。
美
味
し

そ
う
な
う
ど
ん
を
前
に
し
な
が
ら
、
そ
ん
な
こ
と
を
延
々
と
繰
り

返
し
、
誰
も
が
飢
え
て
苦
し
み
続
け
る
の
で
す
。

こ
の
「
地
獄
」
か
ら
逃
れ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
は
、
誰
も
が
自
分
の
長
い
箸
で
う
ど
ん
を
掴
む
と
、

釜
の
向
こ
う
に
い
る
人
の
口
へ
と
運
び
、「
あ
な
た
が
お
先
に
ど
う

ぞ
」
と
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
る
の
で
す
。
そ
う
や
っ
て
う
ど
ん
を
食

べ
た
人
も
、「
あ
り
が
と
う
。
次
は
あ
な
た
の
番
で
す
」
と
、
お
返

し
に
う
ど
ん
を
取
っ
て
あ
げ
ま
す
。
こ
う
し
て
全
員
が
お
だ
や
か

に
う
ど
ん
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
、
満
ち
足
り
た
心
に
な
れ
る
の

で
す
。「
地
獄
」
が
一
転
し
て
「
天
国
」「
極
楽
」
に
変
わ
る
の
で

す
。結

局
「
地
獄
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
自
分
の
こ
と
だ
け
考

え
て
、
行
動
し
、
周
り
の
人
も
自
分
も
不
幸
に
す
る
状
態
で
す
。「
地

獄
」
と
「
天
国
」
を
分
け
る
も
の
は
何
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
人

の
心
の
持
ち
様
で
す
。
暖
か
い
思
い
や
り
の
気
持
ち
、
人
の
た
め

に
役
立
と
う
、
喜
ば
せ
よ
う
と
い
う
「
愛
」
の
想
い
が
あ
る
か
な

い
か
の
違
い
な
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
想
い
は
必
ず
態
度
や
行
動

に
表
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
周
り
の
人
を
喜
ば
せ
、
ま
た
自
分
自
身

も
幸
せ
を
感
じ
ま
す
。
人
と
の
良
き
出
会
い
や
、
自
分
の
道
が
開

け
る
と
い
う
幸
運
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
は
ず
で
す
。

是
非
、
仲
間
を
助
け
協
力
し
合
い
な
が
ら
、
高
校
生
活
を
何
倍

も
充
実
し
た
も
の
に
し
て
下
さ
い
。

新入生代表宣誓 

校長を前に宣誓文を読みあげる 

脇田七海さん（古仁屋中） 

新入生代表挨拶 

新入生を代表して挨拶をする 

十倉由衣さん（古仁屋中） 

新入生整列 

男子２２名，女子３４名 計５６名 

が，第６７期生として入学しました 

２列目左より 髙良，石川，松山，松元 

１列目左より 盛田，永迫，上野，川越 

部活動紹介 

４月１４日（月）に部活動紹介を行いまし

た。１年生が部活動に関心を持ち入部する

ように毎年実施しています。 

 書道部は書道パフォーマンスを行い楷

書や行書など八つの書風で「古高魂」と揮

毫しました。指導は石川正史先生です。 



広報せとうち(３)       ７月６日（日） 奄美シーカヤックマラソン大会      

平成26年 5月発行

発行／鹿児島県瀬戸内町議会 編集／議会報編集委員会 〒894-1592鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋船津23番地

高知山から大島海峡、加計呂麻島、遠くに請島を望む（写真上）

住民啓発活動の一環として看板を設置（役場庁舎…写真左下、鹿銀向かい駐車場…写真右下） 



７月６日（日） 奄美シーカヤックマラソン大会 広報せとうち(４)

新
築
住
宅
助
成
金
と
し
て

５
０
万
円
（
上
限
）
な
ど

町
内
に
居
住
し
て
い
る
者
又

は
定
住
を
目
的
と
し
て
新
た
に

町
民
と
な
る
者
が
、
将
来
に
わ

た
り
引
き
続
き
町
内
に
生
活
の

基
盤
を
置
く
た
め
の
施
策
を
実

施
し
、
定
住
の
促
進
と
人
口
の

増
加
を
図
り
、
本
町
の
活
性
化

と
福
祉
の
向
上
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
制
定
す
る
も
の

で
す
。

主
な
助
成
金
の
額
は
、
新
築

住
宅
助
成
金
と
し
て
上
限
５
０

万
円
の
１
回
限
り
。
中
古
住
宅

購
入
助
成
金
と
し
て
上
限
２
０

万
円
の
１
回
限
り
。
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
等
助
成
金
と
し
て
上
限

１
０
万
円
の
１
回
限
り
。
出
産

祝
金
（
町
商
工
会
の
商
品
券
を

支
給
）
と
し
て
第
１
子
３
万
円
、

第
２
子
５
万
円
、
第
３
子
以
降

１
０
万
円
を
支
給
す
る
も
の
で

す
。水

産
業
の
円
滑
な
経
営
を
支

援
す
る
た
め
の
貸
付
金
に
要
す

る
基
金
の
制
定
で
、
対
象
者
は
、

瀬
戸
内
漁
業
協
同
組
合
の
組
合

員
で
生
活
資
金
、
事
業
に
必
要

な
運
転
資
金
及
び
設
備
資
金
と

し
て
組
合
員
当
た
り
２
５
０
万

円
を
限
度
額
と
し
て
貸
し
付
け

る
も
の
で
す
。

空
き
家
の
管
理
は
所
有
者

等
の
責
任

生
活
環
境
の
保
全
及
び
防
犯

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
空
き
家
等
の
適
正
な
管
理

に
関
し
、
町
及
び
所
有
者
等
の

責
務
と
管
理
不
全
な
状
態
に
あ

る
空
き
家
等
に
対
す
る
措
置
に

つ
い
て
定
め
る
も
の
で
す
。

主
な
内
容
は
、
管
理
状
態
の

不
全
な
空
き
家
を
調
査
し
、
管

理
不
全
な
状
態
と
認
め
ら
れ
た

空
き
家
の
所
有
者
等
に
対
し
、

町
は
、
助
言
・
指
導
、
勧
告
、

命
令
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
、

改
善
さ
れ
な
い
場
合
は
、
所
有

者
等
の
氏
名
公
表
や
行
政
代
執

行
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
も

の
で
す
。

主
な
内
容
は
、
国
土
交
通
省

の
基
本
方
針
に
従
い
、
消
費
税

率
改
正
に
伴
う
転
嫁
分
を
現
運

賃
に
３
％
の
上
乗
せ
措
置
を
行

な
う
も
の
で
す
。

町
民
課
と
生
活
環
境
課
を

統
合
、
町
民
生
活
課
に

行
財
政
改
革
の
一
環
と
し
て

役
場
の
機
構
見
直
し
を
行
な
い
、

地
域
住
民
の
要
望
に
迅
速
に
対

応
す
る
と
と
も
に
、
効
率
的
な

運
営
を
目
指
す
た
め
、
課
の
統

合
を
実
施
す
る
も
の
で
、
町
民

課
と
生
活
環
境
課
を
統
合
し
、

「
町
民
生
活
課
」
と
す
る
も
の

で
す
。

町
長
・
副
町
長
・
教
育
長
の

給
与
を
平
成
２６
年
４
月
か
ら
平

成
２７
年
３
月
ま
で
の
１
年
間
、

５
％
減
額
す
る
も
の
で
す
。

第１回定例会では、当初予算議案11件、補正予算議案１３件、条例議案９件、契約議案２

件、その他２件、議員発議２件の計３９件の議案を審議し、可決しました。 

平成 2６年度各会計予算議案 11 件については、議長を除く 9 名で構成する予算審査特別

委員会（委員長 岡田弘通、副委員長 林 健二）を設置して審査を行い、最終日に委員長から

審査報告がなされ、原案のとおり可決し意見書を町当局へ提出しました。（各会計当初予算額

については町広報紙5月号に掲載のため、割愛しました。）主な議案の要旨は次のとおりです。 

町
長
等
の
給
与
等
に
関

す
る
条
例
の
改
正

地
域
活
性
化
定
住
促
進

条
例
の
制
定

老
朽
危
険
空
き
屋
等
の

適
正
管
理
に
関
す
る
条

例
の
制
定

特
別
水
産
業
対
策
基
金

条
例
の
制
定

町
営
定
期
船
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
改
正

課
設
置
条
例
の
改
正



 広報せとうち(５)        ７月６日（日） 奄美シーカヤックマラソン大会

旧
船
津
保
育
所
跡
地
の
建
物

Ｒ
Ｃ
２
階
建
、
延
床
総
面
積
４

９
８
・
０
５
㎡
の
内
２
５
５
・

５
３
㎡
、
敷
地
面
積
６
８
６
・

４
０
㎡
、
屋
外
遊
戯
場
４
３

７
・
７
９
㎡
を
「
社
会
福
祉
法

人
幸
喜
会
理
事
長
町
田
重
孝
」

に
５
年
間
無
償
で
貸
付
け
る
も

の
で
す
。

当
初
、
㈱
町
田
建
設
と
１
億

６
３
６
４
万
２
５
０
０
円
で
契

約
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
地
精

査
の
結
果
、
請
負
金
額
の
変
更

が
生
じ
た
の
で
、
変
更
後
請
負

金
額
を
１
億
７
１
１
６
万
８
０

０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

～
予
算
審
査
特
別
委
員
会
で
の

審
査
風
景
（
委
員
会
室
に
て
）
～

１．自衛隊の拡充及び誘致については、関係者との情報を共有し、鋭意努力されたい。

２．共生・協働によるまちづくりを推進するため、「地区コミュニティ職員」の配置・活動を

見直し、「まちづくり協議会（仮称）」の設置に向け積極的に取り組まれたい。

３．古仁屋市街地以外の地域においても、光ファイバー網の整備について鋭意努力されたい。

４．世界自然遺産の拠点施設（県主体）及び世界自然遺産センター（国営）の誘致について

は、国・県へ積極的に要請されたい。

５．地域包括ケアシステムの構築に向け、請島、与路島、西方地区等における介護サービス

の格差是正に積極的に取り組まれたい。

６．足腰の強い一次産業の振興と六次産業の推進を図るため、農林水産物の特産品開発と販

路拡大に鋭意努力されたい。

７．実久戦跡をはじめ、未利用観光資源の発掘と整備活用について鋭意努力されたい。

８．せとうち海の駅及び加計呂麻島展示・体験交流館の管理運営等については、関係機関と

充分に協議し、本町の観光拠点施設としての機能充実に努められたい。

９．消防操法大会（４６年ぶり本町開催）に向け、消防団及び関係団体との連携強化を図り、

受け入れ準備体制の充実に努められたい。

10．古仁屋高校の振興対策について、地元中学生が魅力を感じる学校づくりに努めるととも
に、ふるさと留学制度が有効に活用されるよう、受け入れ態勢の充実とＰＲ活動に鋭意努

力されたい。

11．「にほんの里・加計呂麻留学制度」を古仁屋校区以外の地域へ拡大導入できるよう検討さ
れたい。

12．青少年の音楽・文化活動の振興を図る為、楽器運搬車を購入されるよう努力されたい。

旧
船
津
保
育
所
跡
地
の

無
償
貸
付
契
約

加
計
呂
麻
港
（
瀬
武
地

区
）
改
修
工
事
（
３
工

区
）
変
更
契
約



７月６日（日）奄美シーカヤックマラソン大会        広報せとうち（６）

第１回（３月）定例会では、６名の議員が町政全般に亘り、質問・提言等を行ない議論を

交わしました。一部を要約して、紹介いたします。

なお、一般質問の詳細については町立図書館にて「会議録」をご覧ください。

議
員

情
報
発
信
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て

１
．
古
仁
屋
市
街
地
以
外
の
地

域
（
加
計
呂
麻
島
・
請
島
・
与
路

島
）
の
光
回
線
化
の
必
要
性
に
つ

い
て
町
長
の
見
解
を
お
伺
い
し

ま
す
。

２
．
前
定
例
議
会
で
答
弁
を
頂

い
た
次
の
３
点
の
具
体
的
な
進

め
方
に
つ
い
て
町
長
の
見
解
を

伺
い
ま
す
。

①

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

②

各
種
団
体
と
の
協
議

③

Ｉ
Ｔ
関
連
の
企
業
誘
致

町
長

１
．
古
仁
屋
市
街
地
以

外
の
地
域
（
加
計
呂
麻
島
・
請

島
・
与
路
島
）
の
光
回
線
整
備

に
つ
い
て
今
後
も
通
信
事
業
者

へ
要
望
を
続
け
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
光
に
代
わ
り
う
る
無

線
等
の
利
用
に
関
す
る
調
査
・

検
討
も
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

２
．
①
町
の
新
し
い
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
、
平
成
２６
年
１０
月
公

開
予
定
で
す
。

②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
の
研
修
会
等

を
行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。③

本
町
へ
の
視
察
招
聘
な
ど

を
行
な
い
ま
す
。

議
員

水
産
業
の
振
興
に

つ
い
て

平
成
２５
年
第
３
回
定
例
議
会

で
質
問
し
た
、
漁
民
へ
の
燃
油
の

直
接
補
助
ま
た
は
そ
れ
に
代
わ

る
支
援
策
に
つ
い
て
、
そ
の
後
ど

う
い
っ
た
検
討
を
さ
れ
た
の
か

お
伺
い
し
ま
す
。

町
長

新
た
に
「
瀬
戸
内
町
特

別
水
産
業
対
策
基
金
」
を
創
設

し
、
生
活
及
び
漁
業
活
動
に
必

要
な
資
金
を
貸
付
け
、
水
産
業

の
円
滑
な
経
営
を
支
援
し
て
参

り
ま
す
。

議
員

観
光
振
興
に
つ
い

て
１
．
観
光
振
興
を
図
る
う
え
で

「
海
の
駅
せ
と
う
ち
」
に
期
待
す

る
役
割
や
機
能
と
は
、
ど
う
い
っ

た
も
の
か
町
長
の
見
解
を
求
め

ま
す
。

２
．
世
界
遺
産
に
伴
う
出
先
機

関
等
の
誘
致
に
つ
い
て
、
今
後
の

取
り
組
み
方
法
を
お
聞
か
せ
下

さ
い
。

町
長

１
．
「
加
計
呂
麻
展
示
・

体
験
交
流
館
」
や
「
新
フ
ェ
リ

ー
か
け
ろ
ま
」
と
の
連
携
を
図

る
う
え
で
非
常
に
重
要
で
あ
り
、

観
光
・
物
産
・
情
報
の
拠
点
施

設
と
し
て
今
後
も
運
営
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
居
り
ま
す
。

２
．
国
や
県
の
施
策
を
注
視

し
な
が
ら
、
用
地
の
確
保
や
陳

情
活
動
を
、
他
の
市
町
村
と
協

議
を
し
な
が
ら
積
極
的
に
進
め

て
参
り
ま
す
。

議
員

消
防
・
防
災
に
つ
い

て
本
年
開
催
さ
れ
る
消
防
操
法

大
会
の
準
備
等
、
現
在
の
進
捗
状

況
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

①

選
手
・
団
員
の
宿
泊
所
の

確
保
状
況
に
つ
い
て

②

喜
界
航
路
の
ダ
イ
ヤ
調

整
の
必
要
性
に
つ
い
て

町
長

本
町
の
宿
泊
施
設
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
各
市
町
村
担
当

者
へ
送
付
す
る
と
と
も
に
、
消

防
協
会
事
務
局
か
ら
も
、
開
催

地
へ
の
宿
泊
を
お
願
い
し
て
頂

い
て
お
り
ま
す
。

喜
界
航
路
に
関
し
て
は
、
現

在
の
ダ
イ
ヤ
で
の
来
町
は
十
分

対
応
で
き
ま
す
の
で
、
関
係
町

村
へ
利
用
を
お
願
い
し
て
参
り

ま
す
。

林 健二議員
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議
員

高
齢
者
福
祉
に
つ

い
て本

町
の
近
年
の
特
定
健
診
受

診
率
の
現
状
を
伺
い
ま
す
。

町
長

本
町
の
受
診
率
の
現
状

に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
２３
年

度
２５
．
１
％
で
、
平
成
２４
年
度

３６
．
１
％
と
年
々
受
診
率
が
向

上
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も

受
診
率
向
上
に
向
け
た
取
り
組

み
を
強
化
し
、
疾
病
の
早
期
発

見
、
早
期
治
療
並
び
に
重
症
化

予
防
に
努
め
、
医
療
費
の
抑
制

に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

議
員

「
地
域
サ
ロ
ン
事
業
」

と
は
。
本
町
の
現
状
も
伺
い
ま
す
。

町
長

地
域
サ
ロ
ン
活
動
と
は
、

地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
等
が
身

近
な
場
所
で
気
軽
に
集
い
な
が

ら
、
茶
話
会
や
健
康
体
操
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
ふ
れ
あ

い
活
動
を
通
し
て
孤
立
化
を
防

ぎ
、
交
流
の
場
・
居
場
所
づ
く

り
を
行
う
活
動
で
す
。

本
町
で
は
、
現
在
、
篠
川
地

区
、
船
津
地
区
２
箇
所
、
松
江

地
区
１
箇
所
、
網
野
子
地
区
、

伊
須
地
区
、
伊
子
茂
地
区
、
押

角
地
区
な
ど
８
箇
所
で
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。

議
員

消
防
・
防
災
に
つ
い

て
本
町
の
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
率
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長

本
町
の
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
率
は
平
成
２６
年
１

月
末
現
在
で
８４
．
８
７
％
で
あ

り
ま
す
。
現
在
も
消
防
分
署
に

お
い
て
普
及
率
向
上
に
努
め
て

お
り
ま
す
が
、
な
か
な
か
設
置

率
が
上
が
っ
て
い
な
い
状
況
で

あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
住
宅
火
災
警
報
器

の
設
置
率
１
０
０
％
を
目
指
し
、

普
及
率
向
上
に
向
け
て
努
力
し

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員

教
育
行
政
に
つ
い

て
「
弁
当
の
日
」
を
提
唱
し
た

竹
下
和
男
氏
の
講
演
会
を
小
・
中

学
校
で
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か

伺
い
ま
す
。

教
育
長

竹
下
氏
の
快
諾
に
よ

り
、
阿
木
名
小
中
学
校
に
お
い

て
児
童
生
徒
・
教
職
員
及
び
保

護
者
を
対
象
に
講
演
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
小
・
中
学
校
に
お

け
る
講
演
会
開
催
に
つ
い
て
は
、

今
後
検
討
し
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

議
員

せ
と
う
ち
子
ど
も
検
定

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

教
育
長

せ
と
う
ち
子
ど
も
検

定
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、

印
刷
中
で
あ
り
、
３
月
の
上
旬

に
は
刊
行
予
定
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

３
月
上
旬
、
子
ど
も
検
定
作

議
員

生
活
環
境
対
策
に

つ
い
て

ゴ
ミ
処
理
対
策
に
つ
い
て
、
本

島
側
と
加
計
呂
麻
島
、
請
島
、
与

路
島
の
現
状
と
課
題
及
び
課
題

解
決
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長

「
燃
や
せ
る
ご
み
」
に

つ
い
て
は
、
名
瀬
ク
リ
ー
ン
セ

成
委
員
会
に
お
い
て
、
今
後
の

活
用
に
つ
い
て
最
終
協
議
を
す

る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

小
学
５
・
６
年
生
を
対
象
に
平

成
２６
年
度
中
に
学
習
と
検
定
試

験
（
平
成
２７
年
２
月
）
を
実
施

す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

ン
タ
ー
で
広
域
処
理
し
て
い
ま

す
が
、
ご
み
の
減
量
化
や
分
別

の
徹
底
、
最
終
処
分
場
、
不
法

投
棄
対
策
等
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

「
資
源
ご
み
」
の
細
分
化
（
ビ

ン
類
）
の
具
体
的
な
取
り
組
み

や
「
不
燃
ご
み
」
の
名
瀬
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
搬
入
な
ど
、
大

島
地
区
衛
生
組
合
と
協
議
を
進

め
て
参
り
ま
す
。

請
島
・
与
路
島
の
ご
み
処
理

に
つ
き
ま
し
て
は
、
「
可
燃
ご

み
」
は
小
型
焼
却
炉
施
設
に
お

い
て
島
内
処
理
し
、
生
ご
み
の

中村義隆議員
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堆
肥
化
、
資
源
ご
み
（
缶
類
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
）
の
再
資
源
化

を
図
り
、
今
後
は
不
燃
・
粗
大

ご
み
の
処
理
方
法
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

議
員

し
尿
処
理
対
策
に
つ
い

て
、
本
島
側
と
加
計
呂
麻
島
、
請

島
、
与
路
島
の
現
状
と
課
題
及
び

課
題
解
決
策
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

町
長

衛
生
セ
ン
タ
ー
し
尿
処

理
施
設
、
加
計
呂
麻
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
に
伴
う
施

設
の
延
命
化
や
新
処
理
施
設
の

検
討
並
び
に
請
島
・
与
路
島
の

施
設
の
老
朽
化
に
よ
り
自
然
環

境
へ
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
な
ど
、

こ
れ
ら
の
施
設
の
改
修
・
延
命

化
措
置
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。平

成
２６
年
度
に
お
い
て
、「
循

環
型
社
会
形
成
推
進
地
域
計
画

書
」
を
策
定
し
、
し
尿
処
理
施

設
の
改
善
に
向
け
た
処
理
方

法
・
施
設
整
備
等
に
つ
い
て
調

査
・
検
討
を
行
い
ま
す
。

議
員
・
意
見

請
島
・
与
路

島
の
施
設
状
況
は
待
っ
た
な

し
の
状
態
で
あ
る
。
一
日
も
早

い
整
備
改
善
を
図
る
必
要
が

あ
る
。

議
員

消
防
防
災
に
つ
い

て
本
年
６
月
に
開
催
さ
れ
る
消

防
操
法
大
会
（
４６
年
ぶ
り
本
町

開
催
）
の
準
備
体
制
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

町
長

役
割
分
担
等
を
決
め
、

消
防
協
会
大
島
支
部
・
役
場
総

務
課
・
消
防
分
署
・
消
防
団
で

運
営
に
向
け
て
調
整
し
て
い
ま

す
。予

算
に
つ
い
て
は
、
２６
年
度

当
初
予
算
に
計
上
し
て
お
り
ま

す
。

議
員

学
校
存
続
に
つ
い

て
「
に
ほ
ん
の
里
・
加
計
呂
麻
留

学
制
度
」
を
加
計
呂
麻
島
以
外
に

も
生
か
し
て
い
く
よ
う
に
す
べ

き
と
思
う
が
見
解
を
伺
い
ま
す
。

教
育
長

に
ほ
ん
の
里
・
加
計

呂
麻
留
学
制
度
の
適
用
範
囲
に

つ
き
ま
し
て
、
平
成
２５
年
７
月

１
日
よ
り
請
島
、
与
路
島
に
つ

い
て
も
対
象
と
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
の
地
区
に
つ
い
て
は
、

今
後
検
討
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

○
改
正
奄
振
法
に
お
け
る
交
付

金
制
度
に
つ
い
て

議
員

町
づ
く
り
に
つ
い

て
平
成
２６

年
度
よ
り
奄
振
事

業
の
一
部
の
補
助
金
が
使
い
勝

手
の
良
い
交
付
金
制
度
に
変
わ

り
ま
す
。
ま
た
、
世
界
自
然
遺

産
登
録
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。

本
町
に
お
い
て
は
、
網
野
子
ト

ン
ネ
ル
の
開
通
が
間
近
に
迫
っ

て
お
り
ま
す
。

数
年
続
い
た
災
害
復
旧
事
業

は
落
ち
着
き
を
見
せ
、
今
後
の

公
共
事
業
の
減
少
等
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

４
月
に
は
消
費
税
が
上
が
り

ま
す
。
こ
の
様
な
こ
と
は
充
分

に
把
握
し
、
今
後
の
町
づ
く
り

に
於
い
て
、
多
種
多
様
な
施
策
、

計
画
等
を
考
え
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
今
回
は
、
次
の
事
に

つ
い
て
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

産
業
に
つ
い
て

１
．
今
後
の
公
共
事
業
の
計
画

と
併
せ
て
町
民
の
生
活
へ
の
影

響
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
、
お
聞
か
せ
下
さ
い

町
長

今
後
の
公
共
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、「
瀬
戸
内
町
文
化

会
館
（
仮
称
）
」
、「
フ
ェ
リ
ー
か

け
ろ
ま
」
の
代
替
船
建
造
、
し

尿
処
理
施
設
整
備
、
放
牧
地
整

備
、
６
次
産
業
化
施
設
整
備
等

を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
を
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
、
一
次
産
業
の
振

興
並
び
に
町
民
生
活
の
利
便
性

の
向
上
が
図
ら
れ
る
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

議
員

２
．
６
次
産
業
＋
観
光

業
は
、
時
流
に
合
っ
た
こ
の
町
に

と
っ
て
大
事
な
産
業
だ
と
思
い

ま
す
。
具
体
的
な
施
策
を
お
聞
か

せ
下
さ
い
。

池田啓一議員
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町
長

６
次
産
業
化
推
進
に
よ

る
足
腰
の
強
い
民
間
の
生
産
組

合
や
法
人
企
業
等
の
育
成
に
よ

る
観
光
・
加
工
・
直
売
等
を
兼

ね
た
施
設
の
整
備
を
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

議
員

３
．
新
た
な
産
業
（
企

業
誘
致
も
含
め
）
に
つ
い
て
の
必

要
性
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
計

画
を
伺
い
ま
す
。

町
長

新
た
な
産
業
、
企
業
誘

議
員

自
衛
隊
の
誘
致
に

つ
い
て

自
衛
隊
の
誘
致
に
つ
い
て
は
、

町
側
、
議
会
と
も
に
活
動
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
ど
の
様

致
は
大
変
重
要
な
こ
と
で
あ
る

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
光

回
線
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
た
デ

ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
誘
致
や
携
帯

端
末
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
会
社
の

誘
致
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
に
よ
る

地
場
産
品
の
販
売
促
進
等
の
事

業
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

◆
行
政
改
革
に
つ
い
て

な
進
展
が
あ
り
、
反
応
は
ど
う

で
あ
っ
た
か
。
ま
た
、
こ
れ
か

ら
の
対
策
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

町
長

２
月
２２
日
に
武
田
防
衛

副
大
臣
が
来
町
さ
れ
、
本
町
の

現
状
、
そ
し
て
自
衛
隊
誘
致
・

拡
充
に
係
る
こ
と
等
に
つ
い
て

説
明
や
要
望
を
行
な
い
ま
し
た
。

防
衛
副
大
臣
か
ら
は
、
南
西

諸
島
を
取
り
巻
く
現
状
や
島
し

ょ
防
衛
と
い
う
新
た
な
任
務
を

展
開
す
る
た
め
に
は
重
要
な
地

域
で
あ
る
こ
と
や
地
元
の
理
解

が
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
延

べ
ら
れ
ま
し
た
。

防
衛
副
大
臣
と
の
地
元
で
の

面
談
は
、
大
き
な
一
歩
で
あ
り
、

以
前
よ
り
手
ご
た
え
を
感
じ
て

お
り
ま
す
。

今
後
は
、
防
衛
省
で
策
定
す

る
基
本
構
想
に
基
づ
い
て
自
衛

隊
基
地
の
誘
致
拡
充
に
向
け
推

進
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員

６
次
産
業
に
向
け

て
の
町
側
の
方
向
性
に
つ

い
て鹿

児
島
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
を
見
て
い
る
と
本
町
の
物
産

が
不
足
し
て
お
り
、
町
独
自
の

物
産
を
も
っ
と
生
産
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

せ
と
う
ち
物
産
館
で
も
生
産

し
て
お
り
ま
す
が
、
例
え
ば
山

郷
地
区
に
製
品
に
な
ら
な
い
タ

ン
カ
ン
、
ポ
ン
カ
ン
な
ど
の
加

工
施
設
等
の
生
産
拠
点
を
設
置

し
た
ら
ど
う
か
伺
い
ま
す
。

町
長

現
在
、
農
林
水
産
物
を

活
用
し
た
加
工
品
、
特
産
品
の

開
発
に
つ
い
て
は
、
物
産
館
を

活
用
し
て
新
し
い
商
品
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。生

産
拠
点
施
設
の
設
置
に
つ

き
ま
し
て
は
、
加
計
呂
麻
地
区

に
直
売
所
を
兼
ね
た
施
設
の
整

備
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。今

後
も
生
産
組
合
や
法
人
企

業
等
の
６
次
産
業
化
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、

検
討
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

議
員

水
資
源
に
つ
い
て

近
い
内
に
簡
易
水
道
は
廃
止

し
、
上
水
道
化
に
な
る
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
そ
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
と
内
容
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。
ま
た
、
ど
う
す
れ
ば
将
来

的
に
安
全
確
実
に
水
資
源
を
確

保
し
て
行
け
る
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長

平
成
２９
年
度
か
ら
本
島

側
で
は
施
設
間
が
１０
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
以
内
は
一
つ
の
古
仁
屋
上

水
道
と
し
て
経
営
統
合
を
行
っ

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

海
を
隔
て
て
い
る
加
計
呂
麻

島
、
請
島
、
与
路
島
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
島
ご
と
の
簡

易
水
道
と
し
て
経
営
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

水
資
源
の
確
保
対
策
と
し
て
、

地
域
間
の
水
融
通
の
促
進
や
地

下
水
の
利
用
、
ま
た
、
貯
水
ダ

ム
等
に
よ
る
水
源
開
発
も
検
討

し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

元井直志議員
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議
員

財
政
状
況
に
つ
い

て
国
か
ら
の
借
金
で
あ
る
、
地
方

債
の
借
入
額
、
そ
の
返
済
額
、
貯

金
で
あ
る
基
金
残
高
の
理
想
的

な
バ
ラ
ン
ス
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
。

総
務
課
・
課
長
補
佐

望
ま
し

い
形
は
、
基
金
が
一
番
多
く
て
、

そ
の
次
に
返
済
額
、
そ
の
次
に

借
入
額
。
本
町
は
逆
転
し
て
お

り
、
借
入
額
が
多
く
て
、
次
に

返
済
額
、
基
金
が
一
ケ
タ
少
な

い
。
他
の
町
村
は
そ
の
よ
う
な

状
況
に
は
な
い
。

議
員

箱
物
建
設
事
業
に

つ
い
て

今
後
５
年
間
で
計
画
さ
れ
て

い
る
箱
物
建
設
事
業
の
事
業
費

と
開
始
年
度
を
伺
い
ま
す
。

町
長

加
計
呂
麻
島
展
示
・
体

験
交
流
館
３
億
２
千
万
円
で
２５

年
度
か
ら
２６
年
度
ま
で
。

し
尿
処
理
場
１
８
億
円
で
、

２９
年
度
か
ら
３０
年
度
ま
で
。

火
葬
場
３
億
円
で
２８
年
度
。

給
食
セ
ン
タ
ー
４
億
８
千
万

円
で
２９
年
度
。

文
化
ホ
ー
ル
１
０
億
円
で
２７

年
度
。

フ
ェ
リ
ー
か
け
ろ
ま
建
造
５

億
円
で
２６
年
度
。

総
額
４
４
億
円
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

議
員

自
衛
隊
の
誘
致
・
拡

充
に
つ
い
て

現
在
の
取
り
組
み
状
況
と
今

後
の
展
開
に
つ
い
て

町
長

総
務
課
長
、
緑
健
児
顧

問
と
３
人
で
武
田
良
太
防
衛
副

大
臣
へ
要
望
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
２５
年
度
に
は
、
防
衛
省
予

算
で
調
査
費
が
計
上
さ
れ
、
２６

年
度
は
防
衛
省
に
お
い
て
、
部

隊
新
編
の
基
本
構
想
を
策
定
す

る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
基
本

構
想
に
基
づ
い
て
誘
致
・
拡
充

に
向
け
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

議
員

産
業
の
振
興
に
つ
い

て
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
せ
と

う
ち
町
物
産
館
」
の
平
成
２５
年

度
１１
月
以
降
の
経
営
状
況
と
今

後
の
見
通
し
に
つ
い
て

町
長

売
上
が
１１
月
約
６
７
万

円
。
１２
月
約
７
９
万
円
。
２６
年

１
月
約
４
９
万
円
。
今
後
は
イ

ベ
ン
ト
等
を
実
施
し
な
が
ら
集

客
に
努
め
て
い
き
た
い
。

議
員

町
長
の
政
治
姿
勢
に

つ
い
て

１
月
１９
日
、
町
内
外
か
ら
約

１
５
０
人
参
加
の
も
と
、
奄
美
群

島
か
ん
き
つ
振
興
大
会
、
町
内
よ

り
約
１
８
０
人
参
加
の
も
と
、
瀬

戸
内
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会
が
、
本

町
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
が
、
こ

の
日
に
町
長
は
何
を
し
て
い
た

の
か
伺
い
ま
す
。

町
長

町
長
杯
の
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
に
出
て
お
り
ま
す
。

議
員
・
意
見

重
要
性
を
考
え

た
ら
、
ゴ
ル
フ
よ
り
も
、
町
長
の

立
場
と
し
て
、
町
内
で
あ
っ
た
大

会
に
出
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
私

は
思
い
ま
す
。

責
任
と
自
覚
を
も
っ
た
行
動
、

政
治
姿
勢
を
示
し
て
い
た
だ
く

よ
う
申
し
上
げ
て
お
き
ま
す
。

★
そ
の
他
の
質
問

・
「
せ
と
う
ち
海
の
駅
」
の
運
営

方
針
に
つ
い
て

・
青
少
年
の
音
楽
・
文
化
活
動
、

町
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
た
め
の
車

輌
の
購
入
に
つ
い
て

世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け

て
の
調
査
特
別
委
員
会
（
岡
田

弘
通
委
員
長
）
の
委
員
長
報
告

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

始
め
に
、
金
子
・
禧
久
両
県

議
と
意
見
交
換
会
及
び
要
望
を

行
な
い
ま
し
た
。

屋
久
島
に
設
置
さ
れ
て
い
る

国
・
県
の
拠
点
施
設
と
同
様
の

施
設
を
本
町
へ
整
備
で
き
な
い

か
と
の
要
望
に
対
し
、
両
県
議

か
ら
は
、
理
解
で
き
る
が
専
門

家
に
お
い
て
検
討
さ
れ
る
の
で
、

地
元
と
し
て
の
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま

し
た
。
私
共
も
地
元
と
一
体
と

な
っ
て
努
力
を
し
て
い
く
と
の

こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

鎌田愛人議員
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次
に
、
東
京
に
お
け
る
地
元

代
議
士
と
の
意
見
交
換
に
お
い

て
は
、
環
境
省
自
然
環
境
局
自

然
環
境
計
画
課
長
よ
り
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

今
後
の
正
式
推
薦
に
向
け
た

準
備
・
手
続
き
と
し
て

・
地
元
行
政
機
関
及
び
そ
の
他

関
係
者
と
の
連
絡
調
整

・
管
理
計
画
の
策
定
と
保
全
管

理
に
関
す
る
検
討

・
保
護
担
保
措
置
、
保
全
管
理

体
制
の
整
備

・
推
薦
書
案
の
検
討

・
関
係
省
庁
連
絡
会
議
に
よ
る

推
薦
書
提
出
決
定

こ
れ
ら
の
事
務
作
業
を
行
な

い
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
セ
ン

タ
ー
へ
の
推
薦
書
を
提
出
し
、

諮
問
機
関
に
よ
る
現
地
調
査
及

び
評
価
に
よ
り
、
平
成
２８
年
６

～
７
月
に
登
録
の
可
否
が
決
定

す
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

登
録
に
向
け
て
は
、
地
元
の

取
り
組
み
が
一
番
重
要
で
あ
る

の
で
、
国
と
し
て
も
努
力
す
る

の
で
、
地
元
住
民
へ
の
理
解
と

意
識
向
上
に
努
め
て
も
ら
い
た

い
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

保
岡
代
議
士
か
ら
、
奄
美
は

大
和
文
化
の
源
流
で
あ
り
、
文

化
遺
産
と
し
て
も
登
録
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。
地
元
の
取
り

組
み
が
大
事
に
な
る
の
で
、
関

係
機
関
・
関
係
者
へ
の
ア
ピ
ー

ル
と
地
元
住
民
の
意
識
を
深
め

る
べ
き
で
あ
る
。
私
も
登
録
に

向
け
て
一
生
懸
命
努
力
す
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

次
に
、
北
海
道
知
床
世
界
自

然
遺
産
地
域
の
斜
里
町
役
場
、

知
床
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
（
環

境
省
管
理
運
営
）、
知
床
自
然
セ

ン
タ
ー
（
斜
里
町
、
羅
臼
町
出

資
の
知
床
財
団
管
理
運
営
）
の

調
査
を
行
な
い
ま
し
た
。

斜
里
町
役
場
に
お
い
て
の
調

査
で
は
、
知
床
は
、
昭
和
３９
年

６
月
に
国
立
公
園
と
し
て
指
定

さ
れ
、
平
成
１７
年
７
月
に
世
界

自
然
遺
産
に
登
録
。
そ
の
間
、

国
立
公
園
内
の
私
有
地
が
乱
開

発
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
た
の
で
、

町
で
は
、
そ
の
土
地
を
買
収
し
、

復
元
の
趣
旨
で
「
知
床
で
夢
を

買
い
ま
せ
ん
か
」
１
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
運
動
の
森
、
ト
ラ
ス

ト
を
全
国
に
呼
び
か
け
た
結
果
、

平
成
２２
年
に
は
全
地
域
を
取
得
、

運
動
地
は
８
６
０
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
及
び
、
こ
の
運
動
地
を
条
例

で
「
譲
渡
不
能
の
原
則
」
で
永

久
に
保
存
す
る
こ
と
を
定
め
た

と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

１
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
運
動

の
森
ト
ラ
ス
ト
の
寄
付
の
状
況

は
、
平
成
２５
年
３
月
末
現
在
で

運
動
参
加
者
１
万
５
７
５
１
件
、

寄
付
金
２
億
７
５
６
５
万
７
千

円
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

世
界
自
然
遺
産
登
録
ま
で
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
平
成

５
年
度
か
ら
調
査
を
開
始
し
、

斜
里
・
羅
臼
両
町
が
一
体
と
な

っ
た
活
動
を
行
な
い
、
特
に
住

民
へ
の
説
明
・
啓
発
に
力
を
入

れ
た
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

両
町
が
出
資
す
る
「
知
床
財

団
」
知
床
自
然
セ
ン
タ
ー
は
、

職
員
数
３０
名
で
様
々
な
事
業
を

展
開
し
、
自
然
保
護
の
保
全
と

利
用
の
適
正
化
に
努
め
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
遺
産
登
録
は
「
ゴ

ー
ル
」
で
は
な
く
「
ス
タ
ー
ト

ラ
イ
ン
」
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

を
常
に
持
ち
続
け
る
こ
と
が
大

事
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

次
に
、
県
自
然
保
護
課
に
お

い
て
調
査
を
行
な
い
ま
し
た
。

則
久
課
長
よ
り
、
自
然
遺
産

登
録
に
つ
い
て
は
、
知
事
を
先

頭
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
先
日

も
環
境
省
へ
要
請
活
動
を
行
な

い
、
環
境
省
も
平
成
２８
年
度
登

録
を
目
指
し
て
努
力
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
地
元
の
取
り
組
み
が

最
も
重
要
で
あ
る
た
め
、
次
の

事
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い

と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

１
．
住
民
参
加
型
の
自
然
保
護

管
理
体
制
の
確
立

２
．
ゴ
ミ
問
題
等
環
境
対
策
の

推
進

３
．
エ
コ
自
動
車
等
の
導
入
の

検
討以

上
の
対
策
に
つ
い
て
検
討

す
べ
き
で
あ
る
と
の
こ
と
で
し

た
。次

に
、
奄
美
野
生
生
物
保
護

セ
ン
タ
ー
の
石
川
、
木
村
両
自

然
保
護
官
を
招
聘
し
、
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

県自然保護課にて調査を

行なう特別委員

斜里町ウトロにある知床

世界遺産センター
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保
護
官
よ
り
、
国
立
公
園
指

定
に
伴
う
規
制
の
内
容
を
住
民

に
説
明
す
る
と
と
も
に
、
世
界

自
然
遺
産
登
録
に
対
す
る
住
民

意
識
を
高
め
て
い
き
た
い
と
の

こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
屋
久
島
町
及
び
屋
久

島
環
境
文
化
財
団
の
調
査
を
行

な
い
ま
し
た
。

屋
久
島
町
で
の
調
査
で
は
、

屋
久
島
が
世
界
自
然
遺
産
に
登

録
さ
れ
た
の
は
、
平
成
５
年
１２

月
で
島
の
面
積
の
２１
％
に
あ
た

る
１
万
７
４
７
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
が
、
国
内
初
の
世
界
自
然

遺
産
登
録
地
で
あ
る
と
の
こ
と

で
あ
り
ま
し
た
。

登
録
後
の
屋
久
島
の
人
口
は
、

全
国
の
離
島
地
域
が
減
少
し
て

い
る
な
か
、
平
成
５
年
以
降
は

維
持
傾
向
に
あ
り
、
観
光
入
り

込
み
客
数
は
、
平
成
２４
年
度
３

０
万
５
２
０
１
人
と
の
こ
と
で

し
た
。

一
方
、
環
境
保
全
対
策
（
し

尿
処
理
等
）
や
、
施
設
・
道
路

等
の
維
持
費
等
で
地
元
行
政
の

財
政
が
圧
迫
さ
れ
て
い
る
。
農

業
は
、
サ
ル
や
シ
カ
の
食
害
に

悩
ま
さ
れ
駆
除
対
策
に
苦
慮
し

て
い
る
。
屋
久
島
の
環
境
保
全

と
地
域
振
興
の
両
立
に
向
け
た

財
源
確
保
に
つ
い
て
、
入
島
税

や
入
山
税
を
検
討
し
て
い
る
等

の
問
題
が
発
生
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

屋
久
島
環
境
文
化
財
団
（
環

境
文
化
村
セ
ン
タ
ー
、
環
境
文

化
研
修
セ
ン
タ
ー
）
の
調
査
で

は
、
溝
口
事
務
局
長
兼
副
館
長

よ
り
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

当
財
団
は
、
県
が
策
定
し
た

「
屋
久
島
文
化
村
構
想
」
を
推

進
す
る
中
心
的
な
組
織
と
し
て

平
成
５
年
３
月
に
県
及
び
旧
屋

久
町
、
旧
上
屋
久
町
の
出
捐
で

設
立
さ
れ
、
職
員
は
県
よ
り
６

名
、
町
よ
り
４
名
と
雇
用
職
員

１１
名
を
合
わ
せ
た
２１
名
体
制

で
、
県
・
町
職
員
の
人
件
費
は
、

県
・
町
が
負
担
し
、
他
の
職
員

に
つ
い
て
は
、
財
団
が
負
担
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し

た
。財

団
の
運
営
費
は
、
年
間
１

億
６
０
０
０
万
円
程
度
で
、
県

費
と
基
本
財
産
の
利
子
及
び
利

用
料
で
運
営
さ
れ
て
お
り
、
屋

久
島
の
総
合
的
な
情
報
提
供
や

交
流
案
内
、
屋
久
島
を
フ
ィ
ー

ル
ド
と
し
た
環
境
学
習
の
充
実

に
努
め
て
い
き
た
い
と
の
こ
と

で
し
た
。
又
、
日
本
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ト
ラ
ス
ト
協
会
関
事
務
局
長

と
の
懇
談
会
も
実
施
し
ま
し
た
。

以
上
の
調
査
を
踏
ま
え
、

▼
町
民
へ
の
説
明
会
の
開
催
と

啓
発
用
資
料
等
を
作
成
し
、
効

果
あ
る
啓
発
活
動
を
早
急
に
開

始
さ
れ
た
い
。

▼
町
内
外
の
関
係
者
及
び
有
識

者
に
よ
る
協
議
会
等
を
早
急
に

設
置
し
、
登
録
へ
の
取
り
組
み

と
登
録
後
の
振
興
策
に
つ
い
て

取
り
組
ま
れ
た
い
。

▼
世
界
自
然
遺
産
拠
点
施
設
と

し
て
、
国
・
県
の
施
設
整
備
に

つ
い
て
南
部
議
会
議
員
大
会
に

お
い
て
、
本
町
の
提
出
議
題
と

し
て
提
案
し
て
い
る
の
で
、
こ

の
事
に
つ
い
て
国
・
県
へ
積
極

的
に
要
請
さ
れ
た
い
。

▼
地
元
観
光
業
者
の
育
成
、
特

に
地
元
ガ
イ
ド
の
育
成
に
努
め

ら
れ
た
い
。
な
ど
１１
項
目
（
紙

面
の
都
合
上
４
項
目
の
み
記

載
）
に
亘
る
意
見
を
町
当
局
へ

提
出
し
ま
し
た
。

屋久島町にて世界自然遺産

登録の調査を行う特別委員

屋久島環境文化財団の調査

を行う特別委員

～環境文化村センター～

◆
金
子
先
生
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

◆
昨
年
、
奄
美
群
島
は
復
帰
６０
周

年
の
節
目
に
当
た
り
、
各
地
の
奄
美

人
が
記
念
事
業
・
祝
賀
会
を
催
し
、

先
人
達
の
労
や
思
い
を
振
り
返
り
、

偲
び
、
改
め
て
「
奄
美
の
心
は
一

つ
」
、「
奄
美
の
新
た
な
振
興
発
展
」

を
誓
っ
た
年
で
し
た
。

◆
３
月
、
甲
子
園
で
の
大
島
高
校
野

球
部
の
大
健
闘
、
奄
美
人
が
一
つ
と

な
っ
た
素
晴
ら
し
い
応
援
、
そ
し

て
、
最
優
秀
賞
。
こ
の
事
は
、
新
生

奄
美
の
ス
タ
ー
ト
の
大
き
な
一
歩

と
な
り
無
限
の
可
能
性
を
示
す
大

き
な
指
針
に
な
り
ま
し
た
。

◆
新
し
い
奄
振
法
が
始
ま
り
、
地
方

自
治
の
能
力
が
、
問
わ
れ
る
時
代
が

や
っ
て
来
ま
し
た
。
奄
美
の
歴
史
の

大
き
な
節
目
と
な
る
こ
の
時
に
、
金

子
先
生
が
衆
議
院
議
員
を
勝
ち
取

っ
た
事
は
、
明
日
の
「
奄
美
・
わ
が

町
」
の
大
き
く
力
強
い
支
え
に
な
る

で
し
ょ
う
。
明
日
に
未
来
に
カ
ン

パ
イ
！
（
池
田
）



１．応募資格 

  ① 平成２６年４月１日現在で満年齢 18 歳以上 60 歳未満の者。 

  ② 瀬戸内町に住所を有している者 

  ③ 町税及び使用料に滞納がない者（同一世帯含む） 

２．応募期間 

  平成２６年６月２日(月)から平成２６年６月１６日(月)まで（土、日、祭日は除く） 

  ※ 郵送可  ６月１６日(月) 消印有効 

３．申込手続 

  所定の申込書兼履歴書を保健福祉課 保険給付係へ提出。 

  （申込書兼履歴書は役場保健福祉課保険給付係で配布又は瀬戸内町ホームページから 

  ダウンロードできます。） 

４．採用方法   面接及び書類選考で実施。（採用者には別途通知いたします。） 

５．雇用期間   平成２６年７月１日～ 

７．待  遇   月２２日勤務（154,000 円）・各種保険有り 

８．職  種   看護師 

９．業  務   訪問保健指導等 

10．問合せ及び書類提出先 

  〒894-1592 

  瀬戸内町古仁屋船津 23 番地 瀬戸内町役場保健福祉課 保険給付係 

  ℡ 0997-72-1063  FAX 0997-72-1120 

個人保証なしで金融機関から融資を受けたり、事業が破綻しても一定の生活費等を残すことが

できるルールができました。 

① 人と個人の資産・経理が明確に分離されている場合等において個人 

保証が不要となること。 

②多額の個人保証を行っていても、経営が行き詰まる前に、早めに事業再生や廃業を決断し

た際に一定の生活費等が残ることを定める「経営者保証に関するガイドライン」が、中小企業

庁・金融庁主導の下、策定されました。 

※金融機関と相談したい方、詳しくは下記までご相談下さい。 

【お問い合わせ先】 

中小企業基盤整備機構九州本部 電話：０９２－２６３－０３００

広報せとうち(１３)     ７月６日（日） 奄美シーカヤックマラソン大会      

平成２６年度瀬戸内町臨時（契約）職員募集要項 

中小企業・小規模事業の経営者の皆様へ



平成２６年度から個人住民税の均等割が引き上げられます。（平成３５年まで） 

 「東日本大震災からの復興に関し地方公共団体

が実施する防災のための施策に必要な財源確保に

係る地方税の臨時特例に関する法律（平成２３年

法律第１１８号）」が交付され、全国の地方自治

体で行われる緊急防災・減災施策に要する費用の

財源を確保するため、個人住民税（町民税及び県

民税）の均等割の標準税額が引き上げとなりまし

た。 

○町県民税及び国民健康保険税の申告について 

 町県民税及び国民健康保険税等の申告並びに納税につきましては、日頃から町民の皆様のご協

力をいただき厚くお礼申し上げます 

 今年も３月１４日までに申告を済ませるようお知らせしていましたが、申告の済んでいない方

が見うけられます。今年度支給予定の臨時福祉給付金の受給にも関わりますので、必ず申告を

済ませてください。 

（年金収入の方） 

・年金収入１４８万円以上の方で、源泉徴収票の扶養や控除欄に相違がある場合。（配偶者・

扶養人数・障害・寡婦等）控除対象者が記載されていないため課税世帯となっている方がい

ます。

（収入のない方） 

・所得のない方も、申告をされないと国民健康保険税の軽減措置等が受けられなくなりますので、

必ず申告をお願いします。 

※申告に持参するもの 

１．前年中の収入の確認できるもの。（給与支払い報告書等） 

２．年金・保険等の支払額証明書等 

３．障害者控除を受ける人は、障害者手帳等 

４．印鑑（朱肉を使用するものシャチハタはご遠慮ください） 

 問合せ先 瀬戸内町役場税務課 住民・国保税係 ℡ 0997-72-1116 

国では、産業廃棄物の不法投棄等の根絶を図るため、毎月 6 月を「不法投棄防止ウィーク」

と定めています。

期間中は、不法投棄防止の啓発活動や不法投棄防止パトロール等を強化しています。

不法投棄は重大な犯罪です。この機会に一人ひとりが、「不法投棄をしない。させない。見つ

けたらすぐ電話を」という意識を持ち、不法投棄のない住みよい地域をつくりましょう。

 産業廃棄物の不法投棄を発見したら、役場町民生活課まで御連絡ください。

問合せ先 町民生活課 

                      電話：0997-72-1060(直通) 

７月６日（日）奄美シーカヤックマラソン大会      広報せとうち(１４)  

現行（年額） 
引き上げ額

（年額） 

引き上げ後

（年額） 

個人町民税 3,000 円 500 円 3,500 円 

個人県民税 1,500 円 500 円 2,000 円 

個人町・県民税 

（合計） 
4,500 円 1,000 円 5,500 円 

税務課からのお知らせ（お問い合せ）瀬戸内町税務課℡：72-1116

不法投棄防止ウィ ク



これからハブの活動期に入ります。例年活動期には，咬傷者数も増加します。

ハブに咬まれると激痛と腫れが広がり，ひどい場合は死亡することもあります。

ハブに咬まれないために以下のことに注意しましょう。

① 道路の中央を歩く。 ②不用意に草むらに入らない。 ③夜道は照明を持って歩く。

④ハブやネズミの隠れ場所になる、家の周りの草や木の枝を刈る。

⑤草むらに入るときは深い長靴を履き，棒であらかじめたたいてから進む。

また，ハブを見つけたら１．５ｍ以上離れる。

⑥やぎ小屋，牛小屋などの戸を開けて入るときは，上下左右・頭上を確かめてから入る。

⑦草むらや川岸などで作業するときは，つばの大きな帽子・厚手の長袖シャツ・皮の手袋・

脚はん・長靴等を着用する。

                       問合せ先 町民生活課

電話：0997-72-1060(直通) 

【お問い合わせ先】 

自衛隊鹿児島地方協力本部 奄美大島駐在員事務所 

住所：奄美市名瀬永田町１７－３ 大島支庁内 別館２階 電話：０９９７－５３－９１０３  

その他、詳細については奄美大島駐在員事務所までご連絡下さい。 

※１：平成 26 年度の募集人員につきましては、 

   決定次第、自衛官募集ホームページ等でお知らせします。必ずご確認くだい。 

広報せとうち(１５)         ７月６日（日） 奄美シーカヤックマラソン大会

ハブ咬傷にご注意を！ 



延 滞 金 徴 収 の お 知 ら せ

役場町民生活課からお知らせいたします。皆さん、人権擁護委員制度をご存じですか。 

   ６月１日は、人権擁護委員法が施行された日です。 

 日本が戦後新しく生まれ変わったとき、何よりもまず国民の基本的人権の擁護と人権思想の普

及高揚が強く求められ、基本的人権の尊重を基調とした日本国憲法が制定されました。 

このような背景の下に、昭和２３年に、まず政令に基づいて人権擁護委員制度が設けられ、翌

昭和２４年６月１日に人権擁護委員法が施行されました。これにより国民の基本的人権を擁護し

見守るために、民間人による人権擁護期間が誕生しました。これが我が国における人権擁護委員

制度の始まりです。 

 全国人権擁護委員連合会は、人権擁護委員法の施行日である６月１日を「人権擁護委員の日」

と定め、この日に、「全国一斉特設人権相談」を実施することとしていますが、鹿児島県人権擁

護委員連合会においても、県内の各市町村で特設人権相談所を開設いたします。 

 相談は無料で、秘密は固く守られます。お気軽に御相談ください。 

■全国一斉特設人権相談 

 平成２６年６月３日（火） 

 開設時間：午前１０時から午後３時まで 

 開設場所：瀬戸内町中央公民館 

 お問い合わせ先：鹿児島県地方法務局奄美支局 電話 ０９９７－５２－０３７６ 

■瀬戸内町の人権擁護委員 

  氏名 嘉原 篤己，元井 直志，高野 洋志，榮 小知子 

※ 人権擁護委員は、各市町村から推薦され法務大臣から委嘱を受けた民間の人達です。 

  現在、鹿児島県内には、２６５名の人権擁護委員が配置されており、地域で様々な啓発活動

を行ったり、地方法務局又はその支局で人権相談を受けるなどの積極的な活動を行っていま

す。 

｢地方税法第 56 条第 1 項の規定により，通知した日から１月を経過した日を納期限として，

これを徴収しなければならない｣という条文があります。

納期限内に納めていただいている方との公平性を保つため，税金を納期限までに納付をされな

かった場合は，以前より鹿児島県から指摘されていました延滞金の徴収について，特段な事情が

ない限り納期が到来している分については全額納付となります。

御了承下さいますよう宜しくお願いいたします。

尚，延滞金は，納期限の翌日から１月を経過する日までの期間は，年７．３% 
それ以降は，日数に応じ，税額に年１４．６%の割合で加算されます。

納期限を過ぎても納付されない場合は，その期間等により，高額な延滞金になる場合

がありますので，納期内納付を宜しくお願いいたします。

                    問い合わせ

                   瀬戸内町役場 税務課 収納係

                   電話 ７２－１１１７ (直通) 
７月６日（日）奄美シーカヤックマラソン大会        広報せとうち(１６)

「人権擁護委員制度」及び『全国一斉「人権擁護委員の日」特設人権相談所について 



広報せとうち（１７）     ７月６日（日）奄美シーカヤックマラソン大会 

クーリング・オフとは、訪問販売や電話勧誘販売など不意打ち性のある販売方法に対し、消費者がい

ったん申し込みや契約をした場合でも契約の内容を明らかにした書面の交付を受けた日から一定期

間は消費者に考える期間を与え、「必要ない」と考えた場合には消費者からの一方的な申し込みの撤

回や契約の解除ができる制度です。

 上記以外の販売方法でも適用される場合がありますので、詳しい内容や書き方などは最寄りの消費

生活相談窓口や県消費生活センターへご相談ください。

▽問い合わせ先

 消費者ホットライン

（身近な消費生活相談窓口へつながる全国共通番号）

 電話:0570(064)370 
 鹿児島県消費生活センター

電話:099(224)0999 FAX:099(224)4997

次代の社会を担う児童の健やかな成長のため、児童を養育している方に支給しています。 

1、支給対象 

中学校卒業まで（15歳の誕生日後の最初の3月31日まで）の児童を養育している方 

※所得制限があります。（扶養親族等2人の場合の所得限度額698万円） 

2、支給額 

※ 所得が所得制限限度額以上の場合は、特例給付として 

 月額一律5,000円を支給します。

※ 「第3子以降」とは、高校卒業まで 

  (18歳の誕生日後の最初の3月31日まで)の養育して 

 いる児童のうち、３番目以降をいいます。 

3、支給時期 

毎年6月・10月・2月それぞれの前月分までの手当を支給します。 

4、申請は？ 

 ◇初めてお子さんが生まれたとき ◇第2子以降の出生により養育するお子さんが増えた場合など、手

当の額が増額になるとき ◇他の市区町村に住所が変わったとき ◇公務員になったとき、公務員でな

くなったとき（公務員は、勤務先から支給されます） 

※その他の届け等もありますので、詳しくは下記へお問い合わせをお願いします。 

5、続けて手当を受けるには？ 

  6 月分以降の児童手当を受けるには『現況届』の提出が必要です。手当を受給されている方に6月初

めごろに送付いたしますので、期限内に提出をお願いします。提出がない場合には6月以降の手当が受

けられなくなりますので、ご注意ください。 

瀬戸内町では、平成 26 年度児童手当現況届に『子育て世帯臨時特例給付金』の案内を

同封しています。申請期間内に申請していただくようお願いします。 

【お問い合わせ】瀬戸内町役場 町民生活課 児童母子係  72-1060（直通） 

児童の年齢 児童手当の額 

３歳未満 一律15,000円 

３歳以上 
 小学校修了前 

10,000円 
（第３子以降は15,000円） 

中学生 一律10,000円 

クーリング・オフをご存知ですか！ 

☆児童手当制度のご案内☆ 



『
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る

条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
』

瀬
戸
内
町
で
は
、
空
き
家
や
そ
の
小
屋
な
ど
が
適
正
に
管
理
さ
れ
ず
、

近
隣
に
迷
惑
が
か
か
っ
て
い
る
状
態
が
続
い
て
い
る
事
例
が
数
多
く
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
放
置
さ
れ
老
朽
化
が
進
む
と
、
建
築
材
の
落
下
や
倒

壊
に
よ
っ
て
通
行
人
に
危
害
が
及
ぶ
お
そ
れ
や
、
不
特
定
者
の
侵
入
に

よ
る
犯
罪
や
火
災
の
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
管
理
不
全
な
状
態
の
空
き
家
の
問
題
に
適
切
に
対
処
し
、

安
全
・
安
心
な
町
民
生
活
を
確
保
す
る
た
め
、
所
有
者
等
の
管
理
義
務

を
い
ま
一
度
明
確
に
し
た
上
で
、
こ
れ
が
果
た
さ
れ
な
い
も
の
に
対
し

て
町
が
関
与
し
て
い
く
手
続
を
定
め
た
「
瀬
戸
内
町
老
朽
危
険
空
き
屋

等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
」
が
、
平
成
二
十
六
年
三
月
議
会
定
例

会
で
議
決
さ
れ
、
四
月
一
日
か
ら
制
定
・
施
行
と
な
り
ま
し
た
。

空
き
家
の
管
理
は
所
有
者
等
の
責
任
で
す
。

空
き
家
は
、
所
有
者
等
の
財
産
で
す
。
（
所
有
者
等
と
は
、
所
有
者
の

ほ
か
、
相
続
人
や
占
有
者
な
ど
も
含
み
ま
す
。
）
き
ち
ん
と
管
理
さ
れ

て
い
れ
ば
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
管
理
不
全
が
原
因
で
事
故
が
発
生

し
、
他
人
に
被
害
を
与
え
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
損
害
賠
償
を
求
め
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

空
き
家
に
す
る
と
き
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
心
が
け
、
万
が
一
の

事
態
に
備
え
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

１
・
ご
近
所
や
自
治
会
な
ど
に
連
絡
先
を
伝
え
て
お
く
。

２
・
定
期
的
に
様
子
を
見
る
よ
う
に
し
て
、
戸
締
り
に
注
意
し
、

家
屋
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
破
損
が
な
い
か
点
検
す
る
。

ま
た
前
庭
の
木
々
の
枝
が
道
路
に
は
み
出
な
い
よ
う
に
剪
定
す
る
。

３
・
ご
自
身
で
の
管
理
が
困
難
な
場
合
は
、
業
者
や
知
り
合
い
の
方

な
ど
に
管
理
を
依
頼
す
る
。

町
は
、
管
理
状
態
の
不
全
な
空
き
家
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、

所
有
者
等
に
対
す
る
適
正
管
理
指
導
の
た
め
に
必
要
な
情
報
を

収
集
し
ま
す
。

調
査
の
結
果
、
管
理
不
全
な
状
態
と
認
め
ら
れ
た
空
き
家
の

所
有
者
等
に
対
し
、
町
は
、
助
言
・
指
導
・
勧
告
・
命
令
を
行

う
こ
と
が
で
き
、
改
善
さ
れ
な
い
場
合
は
、
所
有
者
等
の
氏
名

公
表
や
行
政
代
執
行
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
所
有
者
等
が
町
の
遠
方
に
在
住
し
て
お
り
、
早
急
な

対
処
が
必
要
な
場
合
に
は
、
所
有
者
等
の
同
意
の
も
と
に
、

費
用
徴
収
を
前
提
に
危
険
を
回
避
す
る
た
め
の
最
低
限
度
の
措

置
を
町
が
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い

空
き
家
等
に
対
す
る
町
の
措
置

しっかり、管理

しましょ。

７月６日（日）奄美シーカヤックマラソン大会 広報せとうち(１８)



広報せとうち(１９)         ７月６日（日） 奄美シーカヤックマラソン大会       

日 月 火 水 木 金 土

わくわくキッズ、ベビーマッサージ問合せは、保健福祉課　保健予防係 TEL0997-72-1068 （直通）

○　元気な笑顔教室、元気な足腰講座、男の料理教室・でぃ～うもろう会の問合せは、保健福祉課 地域支援係

4 5

○　ぽっかぽかくらぶ、きゅら島コツコツ継続コース、４ヶ月児健診、３歳児健診

℡0997-72-1153（直通）

27
☆ぽっかぽかくらぶ

29 30
☆きゅら島コツコツ

継続コース

1 2 3

22 23
☆きゅら島コツコツ

継続コース

24
☆ぽっかぽかくらぶ

◎元気な笑顔教室

◎元気な足腰講座

25
☆ぽっかぽかくらぶ

in押角

◎きらきらクラブ

26
☆ぽっかぽかくらぶ

◎元気な笑顔教室

（手安）

◎４カ月児健診

21
○ベビーマッサージ

◇でぃ～うもろう会

（諸鈍）

8 9
☆きゅら島コツコツ

継続コース

◎元気な笑顔教室

（清水）

10
☆ぽっかぽかくらぶ

◎元気な笑顔教室

◎元気な足腰講座

11
母親学級②

◎きらきらクラブ

12
☆ぽっかぽかくらぶ

◎３歳児健診

13
☆ぽっかぽかくらぶ

28
◇肉体改造教室

○でぃ～うもろう会

（薩川）

６月 2014年(平成26年)　せとうち情報カレンダー

1 2
☆きゅら島コツコツ

継続コース

3
☆ぽっかぽかくらぶ

◎元気な笑顔教室

◎元気な足腰講座

4
母親学級①

◎きらきらクラブ

◇肉体改造教室

5

☆ぽっかぽかくらぶ

◎元気な笑顔教室

（節子）

6
☆ぽっかぽかくらぶ

○でぃ～うもろう会

（芝）

7
◇肉体改造教室

○でぃ～うもろう会

（西阿室）

14
◎わくわくキッズ

◇肉体改造教室

15 16
☆きゅら島コツコツ

継続コース

17
☆ぽっかぽかくらぶ

◎元気な笑顔教室

◎元気な足腰講座

18
母親学級③

◎きらきらクラブ

◇肉体改造教室

19
☆ぽっかぽかくらぶ

◇男の料理教室

20
☆ぽっかぽかくらぶ

◎わくわくキッズ

◎元気な笑顔教室

（蘇刈）

4/1(火） 平成２６年度交通安全対策会議 庁舎会議室

4/3（木） 奄振改正に伴う関係省庁・国会議員訪問 関係省庁・議員会館

4/5（土） 自民党時局講演会 農協会館

4/6（日） 第４回瀬戸内町長杯グラウンドゴルフ大会 清水運動公園

瀬戸内町立古仁屋小学校入学式 古仁屋小学校体育館

瀬戸内町立古仁屋中学校入学式 古仁屋中学校体育館

4/8（火） 鹿児島県立古仁屋高等学校入学式 古仁屋高校体育館

4/12（土） 桜を見る会（安倍晋三総理大臣主催） 東京新宿御苑

4/14（月） ＡＥＤ贈呈式（瀬戸内ロータリークラブより贈呈） 応接室

4/15（火） 実久戦跡視察 実久

4/17（木） 鹿児島県旅客船協会理事会 鹿児島市

公民館講座合同開講式 中央公民館

与路さんご石垣保護組合
「第１回かごしま・人・まち・デザイン大賞」受賞祝賀会

与路公民館

瀬戸内町嘱託員会 中央公民館

石原環境大臣との意見交換会 奄美市

町村長海外視察（ベトナム）研修参加報告会 鹿児島市

鹿児島県観光地所在町村協議会定例総会 鹿児島市

鹿児島県市町村社会基盤整備推進協議会理事会・定期総会 鹿児島市

平成２６年度県政説明会 県庁

かごしま応援寄附金募集推進協議会総会 県庁

全国治水砂防協会鹿児島県支部懇談会 鹿児島市

県庁奄美会会員との合同懇親会 鹿児島市

4/27（日） 第１０回記念大会関西かごしまファンデ― 京セラドーム大阪

4/30（水） 瀬戸内町民生委員児童委員協議会総会 中央公民館

4/7（月）

4/20（日）

4/21（月）

4/22（火）

4/23（水）



７月６日（日） 奄美シーカヤックマラソン大会 広報せとうち(２０) 

「お誕生・ご結

婚・お悔やみ」

は 4月に届けら

れた分のうち、

希望者のみを

掲載していま

す。 (敬省略)

お
誕
生お

め
で
と
う

名

前

保
護
者

住
所

吉
川

美み

蘭ら

雅
道

古
仁
屋

竹
山

晴は
る

貴き

英
輔

古
仁
屋

山
西

風
跳

ふ

う

と

英
之

兵
庫
県

お
悔
や
み

申
し
上
げ
ま
す

氏

名

年
齢

本

籍

増
田

ス
エ

９５

勝

能

山
城

雄

66

古
仁
屋

祝

節
子

65

古
仁
屋

永
田

マ
ツ

92

手

安

中
林

ミ
ヱ
子

９３

諸

鈍

定
原

康
成

５1

勝

能

前
島

百

合

子

８６

与

路

岡

雅
彦

８４

阿
木
名

福
島

イ

ツ

ヨ

５１

生

間

﨑
山

信
雄

９０

鹿
児
島
市

嶺
山

晶

８１

古
仁
屋

渡

哲
夫

７７

古
仁
屋

碩

キ

ク

エ

９７

阿
木
名

武
田

ト
シ

８９

花

富

若
林

正
文

５７

阿
木
名

元
田

米
男

８６

芝

斉
藤

春
雄

８９

清

水

盛

ナ

ツ

子

９１

篠

川

渡

サ

キ

コ

９１

渡

連

香
典
返
し(
社
協
へ)

（
４
月
分
）

（
遺
族
）

（
故
人
）(

住
所) 

徳
田

忠
弘
ハ

ル

子

瀬

武

増
田

初
男

ス
エ

須

手

田
原

裕
和

初
雄

俵

中
林

生
貴
ミ

エ

子

諸

鈍

定
原
マ

サ

子

康
成

勝

能

元
田

司

米
男

瀬
久
井

渡

村
子

哲
夫

松

江

総
合
計
金
１
０
０
，
０
０
０
円
也

皆
様
の
ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広
報
紙
郵
送
料

（
氏
名
）

（
住
所
）

武
田

勝
次

一
万
円

大
阪
府

上
原
ち

よ

み

五
千
円

大
阪
府

北
村
み

か

よ

五
千
円

東
京
都

寺
町

典
美

五
千
円

愛
知
県

皆
様
の
ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※

お
詫
び
と
訂
正

５
月
号
「
お
誕
生
日
お
め
で
と

う
」
に
て
名
前
の
仮
名
が
誤
っ

て
い
ま
し
た
の
で
お
詫
び
し

て
訂
正
致
し
ま
す
。

正

泰
良

奏な
な

翔と

誤

泰
良

奏か
な

翔と

奄
美
大
島
年
金
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

奄
美
大
島
年
金
事
務
所
で
は
、
予
約
制
で
年
金
相
談
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

年
金
相
談
の
ご
予
約
は
、
相
談
希
望
日
一
ヶ
月
前
か
ら
お

電
話
又
は
年
金
相
談
窓
口
で
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。

ご
予
約
を
受
け
る
際
に
は
、
相
談
者
及
び
配
偶
者
指
名

基
礎
年
金
番
号
・
電
話
番
号
・
相
談
内
容
等
に
つ
い
て
確

認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

代
理
人
の
場
合
に
は
、
委
任
状
と
来
所
さ
れ
る
方
の
本

人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
所
等
）
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

予
約
お
申
込
み
電
話
番
号

奄
美
大
島
年
金
事
務
所

お
客
様
相
談
室
（
電
話

〇
九
九
七-

五
二-

四
三
四
一
）

年金キャラクター

「もくもく」

ね
ん
き
ん

コ
ー
ナ
ー

「広報せとうち」に広告掲載できます。 

広告サイズ 広告掲載料(１回) 

縦 ５cm×横 ８cm ５，０００円 

縦５cm×横 17cm １０，０００円 

６箇月連続掲載で、１回分無料に！ 

【問い合わせ先】

役場企画課情報政策係 



広報せとうち(２１)       ７月６日（日） 奄美シーカヤックマラソン大会     

～
緊
急
医
療
体
制
の
整
備
～

４
月
１４
日
、
国
際
ロ
ー
タ
リ

ー
第
２
７
３
０
地
区
奄
美
瀬
戸

内
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
楢
林

氏
（
会
長
）
と
小
森
氏
（
幹
事
）

が
瀬
戸
内
町
役
場
を
訪
れ
、
A

E
D
（
自
動
体
外
式
徐
細
動

器
）
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
楢
林
氏
は
、「
観
光
地
で
あ

る
、
ヤ
ド
リ
浜
は
救
急
車
を
呼

ん
で
も
、
消
防
署
の
あ
る
市
街

地
か
ら
だ
と
、
ど
う
し
て
も
時

間
が
か
か
る
。
一
刻
も
早
く
処

置
を
す
る
こ
と
で
助
か
る
命
も

あ
る
の
で
、
寄
贈
さ
せ
て
い
た

だ
く
事
に
致
し
ま
し
た
。」
と
話

な
さ
れ
ま
し
た
。
設
置
場
所
は
、

ヤ
ド
リ
浜
に
あ
る
マ
リ
ン
ス
テ

イ
シ
ョ
ン
奄
美
の
正
面
入
り
口
。

～

目

指

せ

ホ

ー

ル

イ

ン

ワ

ン

～

第
４
回
瀬
戸
内
町
長
杯
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
清
水
運

動
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
１６９
名
２９
チ
ー
ム
が

エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た
。
新
し

く
で
き
た
G
ゴ
ル
フ
場
に
て

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
で
踊
る
方
も

い
て
、
楽
し
み
な
が
ら
皆
さ
ん

プ
レ
イ
し
て
い
ま
し
た
。

団
体
の
部

第
一
位

嘉
鉄
チ
ー
ム

第
二
位

諸
鈍
B
チ
ー
ム

第
三
位

富
永
チ
ー
ム

個
人
の
部

第
一
位

徳
永

永
章

36
打

第
二
位

沖
島
千
鶴
子

38
打

第
三
位

町
田

直
子

39
打

～
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
～

４
月
１３
日
、
第
２９
回
コ
ー

ラ
ル
ク
リ
ー
ン
作
戦
（
町
観
光

協
会
主
催
）
が
行
政
や
各
種
団

体
か
ら
約
250
名
が
参
加
し
、
古

仁
屋
市
街
地
及
び
加
計
呂
麻
島

の
海
岸
線
と
海
底
が
鮮
や
か
に

よ
み
が
え
る
こ
と
を
目
的
と
し

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
海
中
作
業

で
は
、
地
元
ダ
イ
バ
ー
の
方
や

海
上
保
安
署
の
方
々
が
潜
り
、

投
棄
さ
れ
た
自
転
車
や
空
き
缶

な
ど
を
拾
い
上
げ
て
い
ま
し
た
。

今
回
も
２
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
２

台
分
の
ゴ
ミ
が
回
収
さ
れ
、
観

光
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
地
域
美
化

に
貢
献
し
ま
し
た
。

～

通

学

路

の

安

全

確

保

～

４
月
４
日
、
春
の
全
国
交
通
安

全
運
動
出
発
式
に
合
わ
せ
て
、
古

仁
屋
小
学
校
に
お
い
て
運
用
開
始

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
ゾ
ー
ン
30
」
と
は
、
通
学
路

や
生
活
道
路
が
集
中
し
て
い
る
区

域
を
歩
行
者
等
の
通
行
を
最
優
先

と
す
る
区
域
に
設
定
し
、
区
域
の

最
高
速
度
を
30
㌔
に
規
制
す
る

こ
と
で
、
各
種
事
故
防
止
対
策
を

図
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
指
定
エ

リ
ア
は
古
仁
屋
小
学
校
周
辺
約

2
・
5
㌶
で
、
１０
カ
所
に
標
識

や
路
面
標
示
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

運
用
開
始
式
に
は
地
元
の
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
や
交
通
安
全
協
会
の
関

係
者
な
ど
約
１
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

～

せ

せ

ら

ぎ

に

ぼ

く

も

魚

も

す

き

と

お

る

～

平
成
２６
年
５
月
２１
日
か
ら

６
月
２０
日
ま
で
の
１
ヶ
月
を

河
川
愛
護
月
間
と
定
め
平
成

２６
年
度
鹿
児
島
県
愛
護
運
動

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。こ

の
運
動
は
、
河
川
愛
護
思

想
の
普
及
・
啓
発
活
動
を
行
う

と
と
も
に
、
県
民
の
自
主
的
な

河
川
愛
護
作
業
等
を
通
じ
て
広

く
県
民
に
河
川
を
大
切
に
し
、

き
れ
い
に
す
る
気
運
を
高
め
て

も
ら
い
、
河
川
に
対
す
る
理
解

と
協
力
を
得
な
が
ら
、
良
好
な

河
川
環
境
の
保
全
・
創
出
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

A

E

D

寄

贈

コ
ー
ラ
ル
ク
リ
ー
ン
作
戦

ゾ

ー

ン

30

河

川

愛

護

運

動

月

間

町
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会



７月６日（日） 奄美シーカヤックマラソン大会 広報せとうち(２２)

～

ヤ

ド

リ

浜

に

て

～

４
月
２０
日
、
ヤ
ド
リ
浜
に
て

海
開
き
（
町
観
光
協
会
主
催
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
関
係
団
体
の
方
が
安
全
祈

願
後
、
海
開
き
が
宣
言
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
に
、
海
の
宝
探

し
・
お
楽
し
み
抽
選
会
・
カ
ヤ

ッ
ク
ツ
ア
ー
＆
バ
ド
ボ
ー
体

験
・
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
・
今
年
は

ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー
大
会
も
開
催

さ
れ
数
多
く
の
催
し
物
あ
り
、

一
足
早
い
夏
を
満
喫
す
る
若
い

方
や
家
族
ず
れ
で
会
場
は
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

平
成
２
６
年
５
月
号

№
６
６
２
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海

開

き

　　　　 快　適　な　衛　生　環　境　を　サ　ポ　ー　ト

　　・し尿汲み取り・浄化槽清掃管理 家庭ゴミ・事業所ゴミ・各粗大ゴミ

　　・トイレ・風呂・台所・洗面のツマリ等 　収　集　運　搬

（　有　）　瀬　戸　内　清　掃 　      １袋からタンス・ベッドその他まで

代表取締役　　　牧　　　学 お　気　軽　に　お　電　話　下　さ　い

　　事務所　 　７２－３９７３　　　　 　７２－３７１４　　　 　７２－０７５４

法律相談会（無料）のご案内

司法書士による法律相談会を開催いたします。

【相談日時及び場所】

６月２０日(金) 午前１０時～午後１時 中央公民館
※本相談会での直接受託は原則行いません。

  正式な依頼に至った段階で、費用が発生します。

【問合せ先】瀬戸内町商工会青年部 

℡ ０９９７－７２－０１４７（担当：伊地知）

～～せせととううちちポポイインントト会会 ＳＳカカーードド情情報報～～

● Ｓカード加盟店で１０８円お買上毎に１ポイント進呈します。 

  ポイントが満点になると（満点カード）３００円のお買い物券として、ご利用いただけます。

  また、抽選会やイベントの参加券としても、ご利用いただけます。 

● Wチャンス抽選券について

※ 満点カードを使ってお買い物をします。

     ※ 満点カードを使うとＷチャンス抽選券がもらえます。

● 毎月一回の抽選に当選すると５００円の商品券が当たります。 

 詳しくは事務局（お茶の不二園内）または加盟店、せとうちポイント会ホームページで・・・ 

http://www.setouchi-point.com/


